

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































張運動 (1960年代末~)から学ぶもの J ~富山大
学人間発達科学部紀要」第 l巻第 1号、 2006年、
pp.43-51)o 30年以上前に、仙台の町で、結核ある
いはそれ以外の病気や怪我で下肢が不自由になっ
て、そして長期入院する中で家族関係が、さらに社
会生活全般が崩れていく、そんな人たちが、町の中
で生活するためにどうしたらいいのだろう、という
動きがあったんです。そして福祉の街づくり、日本
の社会で福祉の街づくりといった場合に、その人た
ちの活動が根っこになっているのです。科学研究費
もいただいたので、仙台あるいはそういう人たちが
かかわった東京の町田市、また関係者が生活してお
られる九州の別府市に調査研究に行きまして、日本
ではじめて車椅子で市議会議員になられた方にイン
タビュー調査をしたり、あるいはその当時一緒に活
動していて悲しかったことやつらい思いをしたり、
週末に映画を見に行くときは車椅子用のトイレが無
いため3日前から水分を控えておかないと、なんで
いうような話を聞きながら、福祉の街づくり、それ
は体にハンデ、イキャップがある人だけではなくて、
さまざまなハンデ、イキャップを抱えた人たちにとっ
ても同じように生活ができるような状況ってどうい
うものかな、ということを平川は学ばせてもらいま
した。
菅野鞠子さんというソーシャルワーカーがいます
(1937年生、 2004年没)。昭和30年代にソーシャル
ワーカーになられて、仙台における福祉の街づくり
の中心になった人です。でも理屈をこねるのではな
くて、さまざまな人たちに声をかけて、ネットワー
クを作って、そして、さまざまな人からつらい思い
もさせられる。調査をすすめるなかで彼女に直接お
? ?? ?
会いして話をうかがし1たかったのですが、いざこの
方の存在を知り、ぜひお会いしようと思ったら、す
でに亡くなられていました。残念でなりません。
ただ、彼女のさまざまな経験は、著作として残さ
れています(菅野鞠子『気がつけば それぞれが
それぞれに咲く野原かな一福祉の夜明け前進を願っ
て体当たりで生きた三十八年の記録(つぶやき)~、
2000年、自費出版〉。その中の一節を、これは私自
身の、あるいは養護学校の中で私が勉強させても
らった中でのひとつの結論代わりとして紹介しま
す。官野さん自身は、マザーテレサのことばだといっ
ているのですが、マザーテレサのことばを探しても、
どうしてもこのことばが見当たらないのです。もし
かすると、官野さんが、自分自身のことばとしては、
ちょっと恥ずかしいから、マザーテレサのことばだ
よ、といったのかもしれませんか真偽のほどは定か
ではありません。ともかく、彼女は次のように述べ
ています。「本当に人を助けるときは、まずその人
たちの中に入りなさい。そしてそれらの人々がすべ
てを自分がやったのだと思って自立するとき、それ
が良い援助なのだJ(p. 2)。まず入ってみて、そし
て身体・知的を間わず、どのようなハンデ、イキャッ
プがあっても、生活主体者として自分で組み立てが
できるようになって、気がついたら、ふっと自分で
動いていた、そんなような支援者の一人として、平
川もなれたらいいなと思います。そしてそんな出発
点として、留学させていたただいた附属養護学校の
諸先生方に、そしてなによりも生徒さんたちに、感
謝をしたいと思います。 6年間ありがとうございま
した。
附記
本稿は、平成19年3月6日に、富山大学人開発達
科学部附属養護学校研究部が主催して行った研修会
の折に、著者が行った講演「生活主体者としての養
護学校生を求めて一富大附養「留学」記一」を一部
加筆・修正したものである。
